
「
20

年
ぶ
り
大

雪
、
都
心
26
㎝
」

都
心
部
で
の
積
雪

が
20
㎝
を
超
え
た

の
は
、
94
年
の
２

月

12

日
以
来

20

年
ぶ
り
。
ま
さ
に 

大
雪
だ
っ
た
。
積
雪
量
は
戦

後
４
番
目
。
９
日
PM
６
時
ま

で
の
24
時
間
降
雪
量
は
多
い

所
で
、
△
関
東
平
野
部
20
㎝

△
北
部
の
山
沿
い
30
㎝
△
甲

信
15
㎝
だ
っ
た
。 

ま
た
雪
に
よ
る
事
故
も
相

次
い
だ
。
長
野
県
内
で
は
除

雪
中
の
事
故
で
一
人
が
死
亡
。

そ
の
他
２
月
８
日
PM
９
時
の

時
点
で
は
、
東
日
本
の
１
都

９
県
で
少
な
く
と
も
３
０
９

人
が
負
傷
し
、
転
倒
し
て
骨

折
す
る
高
齢
者
も
多
数
い
た
。 
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日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り 

そ
の
五 

古
都
京
都
（
文
化
遺
産
）
② 

  
 

 

８
、
西
芳
寺
（
さ
い
ほ
う
じ
） 

臨
済
宗
の
寺
院
、
一
般
的

に
は
「
苔
寺
（
こ
け
で
ら
）

」
の

通
称
で
知
ら
れ
る
。
山
号
を
洪

隠
山
と
称
す
る
。 

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
、
開

山
は
行
基
と
伝
え
、
中
興
開
山

は
夢
窓
疎
石
で
あ
る
。 

         

９
、
鹿
苑
寺
（
ろ
く
お
ん
じ
） 

臨
済
宗
相
国
寺
派
の
寺
、

建
物
の
内
外
に
金
箔
を
貼
っ

た
三
層
の
楼
閣
建
築
で
あ
る

舎
利
殿
は
金
閣
、
舎
利
殿
を
含

め
た
全
体
は
金
閣
寺
と
し 

10
、
慈
照
寺
（
じ
し
ょ
う
じ
） 

臨
済
宗
相
国
寺
派
の
寺

院
、
相
国
寺
の
境
外
頭
塔
で

あ
る
。
室
町
時
代
後
期
に
栄

え
た
東
山
文
化
を
代
表
す
る

建
築
と
庭
園
を
有
す
る
。 

足
利
義
政
が
鹿
苑
寺
の
金

利
殿
（
金
閣
）
を
模
し
て
造

営
し
た
楼
閣
建
築
で
あ
る
観

音
殿
は
銀
閣
、
観
音
殿
を
含

め
た
寺
院
全
体
は
銀
閣
寺
と

し
て
知
ら
れ
る
。
山
号
は
東

山
（
と
う
ざ
ん
）
開
基
は
室

町
幕
府
八
代
将
軍
の
足
利
義 

 

      

 

て
知
ら
れ
る
。 

相
国
寺
の
山
外
塔
頭
寺
院

で
あ
る
。
寺
名
は
開
基
で
あ
る

室
町
幕
府
の
法
号
・
鹿
苑
院
殿

に
ち
な
む
。
山
号
は
北
山
。
寺

紋
は
五
七
桐
。
義
満
の
北
山
山

荘
を
死
後
に
寺
と
し
た
も
の

で
あ
る
。 

舎
利
殿
は
室
町
時
代
前
期

の
北
山
文
化
を
代
表
す
る
建

築
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年

（
昭
和
二
十
五
年
）
に
放
火
に

よ
り
焼
失
し
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
十
年
）
に
再
建
さ
れ
た
。 

交
通
機
関
も
日
航
、
全
日

空
の
国
内
外
便
が
多
数
欠
航

し
、
11
万
人
以
上
に
影
響
が

出
た
。
JR
や
私
鉄
の
ダ
イ
ヤ

も
大
き
く
混
乱
、
10
万
人
以

上
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
新

幹
線
は
東
北
、
上
越
、
長
野
、

各
線
に
最
大
２
時
間
９
分
の

遅
れ
が
出
て
10
万
人
以
上
に

影
響
、
在
来
線
で
も
遅
れ
や

運
休
が
続
出
し
た
。 

東
電
管
内
１
都
４
県
は

ＰＭ

９
時
半
に
２
万
世
帯
弱

が
、
神
奈
川
県
は
一
時
20
万

世
帯
超
が
停
電
し
た
。
各
大

学
で
も
入
学
試
験
の
時
間
を

調
整
し
て
備
え
た
。
し
か
し
、

こ
の
記
録
も
翌
週
に
は
１
２

０
年
ぶ
り
の
記
録
的
大
雪
で

更
新
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｋ
ド
ラ
ゴ
ン 

２
月
度
行
事
の
結
果 

麻
雀
大
会 

１
９
日
（
水
）
、
ベ
イ
ブ

に
て
、
優
勝
は
絹
田
さ
ん

で
し
た
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

    カ
ラ
オ
ケ
会 

２
１
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン

に
て
１
１
名
の
参
加
。 

カ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
亀
戸
天
神

日
帰
り
旅
行 

２
５
日
（
火
）
、
３
５
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
大
東
京
を

眺
め
、
亀
戸
天
神
の
３
０

０
本
の
梅
を
堪
能
し
ま
し

た
。
（
五
分
咲
き
？
） 

 

春
霞
で
タ
ワ
ー
か
ら
の

富
士
山
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昼
食
の
も
ん
じ

ゃ
焼
き
は
楽
し
か
っ
た
で

す
ね
。 

（
事
務
局
長
） 

  

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

世評・時評 
 

 

去
る
一
月
一
六
日
、
一
七

日
の
二
日
間
、
総
勢
二
十
一

名
「
男
八
」
「
女
十
三
」
が

こ
の
旅
に
参
加
し
た
。
九
時

四
十
五
分
、
バ
ス
一
台
に
乗

り
出
発
、
高
速
道
路
も
利
用

し
、
快
適
な
旅
と
な
っ
た
。

天
気
も
晴
れ
て
い
て
、
気
分

良
く
成
田
を
目
指
し
た
。
当

初
予
約
し
て
あ
っ
た
「
う
な

ぎ
専
門
店
」
は
超
満
員
、
二

時
間
以
上
待
た
な
け
れ
ば
入

れ
な
い
と
の
事
で
、
予
定
を

変
更
し
、
昼
食
も
、
新
勝
寺

参
詣
も
自
由
行
動
と
な
っ
た
。

後
で
の
話
で
は
、
う
な
ぎ
を

食
し
た
人
は
三
分
の
一
の
人 

 

 

前
号
（
一
〇
五
号
）
社
寺
の

〈
分
布
位
置
図
〉
を
御
参
照
く

だ
さ
い
。 

４
、
清
水
寺
（
き
よ
み
ず
で
ら
） 

         

山
号
を
音
羽
山
。
本
尊
は

千
手
観
音
、
開
基
（
創
立
者
）

は
延
鎮
で
あ
る
。
も
と
は
法

相
宗
に
属
し
た
が
、
現
在
は

独
立
し
て
北
法
相
宗
大
本
山

を
名
乗
る
。 

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の

十
六
番
札
所
で
あ
る
。 

法
相
宗
（
南
都
六
宋
の

一
）
系
の
寺
院
で
、
広
隆
寺
・

鞍
馬
寺
と
と
も
に
、
平
安
遷

都
以
前
か
ら
の
歴
史
を
持
つ

京
都
で
は
数
少
な
い
寺
院
の

一
つ
で
あ
る
。 

ま
た
、
石
山
寺
（
滋
賀
県

大
津
市
）
・
長
谷
寺
（
奈
良

県
桜
井
市
）
と
並
び
、
日
本

有
数
の
観
音
霊
場
で
あ
り
、

金
閣
寺
・
嵐
山
な
ど
と
共
に

市
内
で
も
有
数
の
修
学
旅
行

地
と
し
て
学
生
が
訪
れ
る
観

光
名
所
で
あ
る
。 

景
色
を
満
喫
し
た
。
昼
食
は
銚

子
港
近
く
の
魚
料
理
の
専
門

店
で
、
海
鮮
丼
を
腹
い
っ
ぱ
い

頂
い
た
。 

当
初
予
定
し
て
い
た
鹿
島

神
宮
詣
り
は
歩
く
時
間
が
長

い
と
の
こ
と
で
、
香
取
神
宮
参

詣
に
切
り
替
え
、
各
々
お
詣
り

を
済
ま
せ
た
。
由
緒
あ
る
神
社

に
参
拝
出
来
て
よ
か
っ
た
。
帰

途
も
そ
れ
程
混
雑
し
な
か
っ
た

の
で
午
後
五
時
に
は
帰
る
こ
と

が
出
来
た
。 

今
回
の
旅
は
皆
さ
ん
と
も

ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
が
出

来
、
実
に
有
意
義
な
旅
と
な
っ

た
。 改

め
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

房
州
の
海
は
真
紅
や
春
落
暉 

（
俳
号 

愁
月
） 

だ
っ
た
由
、
各
々
の
昼
食
も

成
田
詣
も
、
満
喫
で
き
た
。 

そ
の
後
、
九
十
九
里
浜
の

か
ん
ぽ
の
宿
「
旭
」
に
向
か

い
午
後
四
時
半
頃
に
は
到

着
、
ゆ
っ
く
り
と
宿
で
寛
い

だ
。
十
階
に
あ
る
大
浴
場
か

ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、

折
か
ら
の
夕
日
が
海
を
真
紅

に
染
め
て
な
ん
と
も
言
え
な

い
景
観
だ
っ
た
。
夕
食
は
新

鮮
な
海
の
幸
を
中
心
に
し
た

料
理
で
、
実
に
美
味
だ
っ
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
も
用
意
し
て
あ

り
各
人
得
意
の
声
を
披
露

し
、
九
時
前
に
は
部
屋
に
帰

っ
た
。
私
は
早
々
と
眠
り
に

就
い
た
。
次
の
二
日
目
は
朝

か
ら
霧
雨
模
様
で
、
相
憎
の

天
候
、
犬
吠
埼
灯
台
に
は
登

ら
ず
近
く
の
地
球
展
望
館
の

屋
上
に
上
り
三
百
六
十
度
の 

所在地 

京都市東山清水１－２９４ 

所在地 

京都市斉京区 

松尾神ケ谷町５６ 

 

所在地 

京都市北区金閣寺町１ 

 

所在地 

京都市左京区銀閣寺２ 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

      

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

あおい 通信 第 106 号

 

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
係
員
・
飯
島
ま
で 

   政
、
開
山
は
夢
窓
疎
石
と
さ

れ
て
い
る
。
夢
窓
疎
石
は
実

際
に
は
当
寺
創
建
よ
り
一
世

紀
ほ
ど
前
の
人
物
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
例
を
勧
請
開
山

と
い
う
。 

３
教
王
護
国
寺
・
東
寺
、

５
醍
醐
寺
、
６
仁
和
寺
、 

７
高
山
寺
、
は
略
し
ま
し
た
。 

雑
記
帳 

「
成
田
山
一
泊
旅
行
」 

河
角 

進 

 

http://heiwa-ga-ichiban.jp/sekai/photo/sekai0401.html


 

 

ラ
マ
ン
の
空
襲
で
、
私
た
ち

の
避
難
し
た
ト
ン
ネ
ル
が
崩

れ
半
分
生
き
埋
め
の
状
態
で

助
け
ら
れ
、
こ
の
時
、
隣
の

防
空
随
道
の
前
で
機
銃
掃
射

で
十
人
以
上
戦
死
し
ま
し
た
。

夜
に
な
る
と
東
京
の
方
が
夕

焼
け
空
の
よ
う
に
焼
け
て
い

る
の
が
兵
舎
の
二
階
か
ら
口

惜
し
く
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。

時
々
そ
の
空
に
ピ
カ
ッ
と
光

る
の
は
体
当
た
り
の
味
方
機

だ
っ
た
の
で
す
。
次
に
山
形

の
神
町
基
地
に
移
動
命
令
が

で
ま
し
た
。 



最
終
章
（
完
結
編) 

青
少
年
学
徒
出
陣 

移
動
し
た
岩
国
基
地
で

は
、
Ｂ
２
９
の
大
編
隊
の
爆

撃
に
会
い
、
徳
山
の
燃
料
廠

も
爆
撃
さ
れ
多
く
の
死
者
が

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
ゆ
く

の
を
見
て
、
又
Ｂ
２
９
も
一

万
米
上
空
を
ゆ
う
ゆ
う
飛
び
、

味
方
の
高
射
機
銃
は
八
千
米

し
か
届
か
ず
情
け
な
い
限
り

で
し
た
。 

そ
し
て
前
期
の
甲
種
特
攻

隊
を
残
し
、
今
度
は
霞
ケ
浦

航
空
隊
に
転
属
に
な
り
、
第

二
次
の
特
攻
訓
練
を
す
る
予

定
も
立
た
ず
、
あ
る
朝
の
グ 

私
の
昭
和
史
（
最
終
編
） 

島
田 

暎
一 

    

そ
れ
な
の
に
、
他
人
様
は
「
～

し
て
く
れ
た
り
、
貰
う
」
存

在
ら
し
い
。
何
と
も
違
和
感

が
あ
る
。 

Ｔ
Ｖ
で
良
く
使
わ
れ
る

「
潜
入
」
は
、
利
用
者
世
代
に

は
敵
地
潜
入
＝
ス
パ
イ
等
と

緊
迫
す
る
言
葉
だ
が
、
単
に

取
材
く
ら
い
の
意
味
で
、
工

場
長
に
案
内
さ
れ
て
の｢

潜

入｣

は
無
い
。｢
直
撃｣

は
或
る

辞
書
に
「
人
を
武
器
等
で
血

が
出
る
ま
で
襲
う
こ
と
」
と

あ
っ
た
が
、
単
な
る
イ
ン
タ

ー
ビ
ュ
ー
。
つ
い
直
撃
さ
れ

た
人
が
血
ま
み
れ
に
な
る
の

を
連
想
し
て
し
ま
う
。 

「
誰
々
さ
ん
の
ご
自
宅
」
と

言
う
が
、
自
宅
は
文
字
通
り

自
分
の
家
で
「
○
○
さ
ん
の
マ

イ
カ
ー
」
と
同
様
、可
笑
し
い
。 

「
与
え
る
」
は
本
来
、
格
上

の
者
が
格
下
に
行
な
う
も
の

で
、
高
校
生
が
選
手
宣
誓
で 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

 

保
育
園 

終
わ
り
て
囀
る 

小
鳥
か
な 

寒
梅
の 

蕾
ふ
く
ら
む 

天
満
宮 

初
天
神 

詣
で
る
姿
の 

初
々
し 

富
寿
郎 

ひ
と
ひ
ら
の 

白
雲
肩
に 

初
浅
間 

子
を
慕
う 

狂
女
の
シ
テ
や 

初
謡 

泉 

貞
子 

健
康
は 

脳
ト
レ
筋
ト
レ 

葵
に
て  相

田
美
代
子 

声
高
に 

語
る
友
ら
は 

八
十
路
な
る 

旧
姓
呼
び
合
う 

同
窓
会 

ね
が
い
こ
め 

固
く
結
び
し 

オ
ミ
ク
ジ
の 

湯
島
の
梅
は 

す
で
に
ほ
こ
ろ
ぶ 

さ
ま
ざ
ま
に 

競
い
咲
き
た
る 

吉
野
梅
郷 

嫁
ぎ
し
娘
の 

さ
そ
い
う
れ
し
も 

寒
々
と 

時
雨
も
よ
う 

梅
園
に 

一
輪
、二
輪 

咲
き
始
め
に
け
り 

送
り
き
し 

磯
の
香
り
の 

荷
の
中
に 

友
の
な
つ
か
し
き 

声
が
聞
こ
ゆ
る 

麻
生
伊
登
子 

      

を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
戦
争
末
期
海
軍

で
は
操
練
出
身
者
、
一
番
多

く
戦
死
し
た
若
い
予
科
練
出

身
者
と
次
に
学
徒
出
身
の
予

備
学
生
が
特
攻
戦
死
し
て
い

ま
す
。
又
、
こ
の
他
シ
ベ
リ

ア
や
大
陸
で
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
に
鎮
魂
と
慰
霊
の
念
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。
今
日
の
豊

か
で
平
和
な
時
代
が
あ
る
の

も
、
こ
れ
ら
多
く
の
犠
牲
者

が
そ
の
礎
に
な
っ
て
い
る
事

を
忘
れ
ず
、
後
世
に
語
り
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

以
上
で
私
の
昭
和
史
の
半

生
の
一
部
を
終
わ
り
ま
す
。 

葵
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！ 

《
島
田
さ
ん
は
、
戦
後
、
Ｔ
Ｖ
外
国
映

画
の
Ｐ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
職
に
就

か
れ
ま
し
た
。
（
編
集
注
）
》 

「
皆
に
感
動
を
与
え
る
・
・
」

は
お
こ
が
ま
し
い
。
「
何
こ

れ
！
」
は
、
か
つ
て
得
体
の

知
れ
な
い
物
に
使
っ
た
が
、

今
は
「
素
晴
し
い
、
す
ご
く

美
味
し
い
」
の
意
味
に
使
い

「
や
ば
い
」
ま
で
同
じ
意
味
で

使
う
。 

余
り
上
品
で
な
い
言
葉
が

市
民
権
を
得
る
半
面
で
「
で

す
」
や
「
下
さ
る
」
が
死
語

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
な
り
ま

す
や
ら
頂
く
が
取
っ
て
替
る
。 

次
世
代
を
担
う
若
者
達
に

は
「
肉
々
し
い
」
や
「
軽
々

し
く
飛
ぶ
」
な
ど
間
違
っ
た

表
現
や
造
語
を
作
ら
ず
、
格

調
あ
る
日
本
語
で
「
お･

も･

て･

な･
し
」
し
て
欲
し
い
。

 

そ
し
て
大
人
も
正
し
い
日

本
語
を
教
え
る
努
力
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。 

こ
う
し
て
神
町
の
基
地
ま

で
逃
げ
る
よ
う
に
移
動
し
、

特
攻
要
因
と
し
て
待
機
し
て

い
た
時
遂
に
基
地
も
爆
撃
さ

れ
全
滅
し
た
の
で
す
。
米
軍

は
早
期
戦
争
終
結
の
た
め
、

遂
に
原
爆
を
広
島
、
長
崎
に

投
下
し
て
、
や
っ
と
悲
劇
の

太
平
洋
戦
争
も
終
わ
り
ま
し

た
。 私

の
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
夢
も
破
れ
、
東
京
の
家
も

焼
け
ま
し
た
。
父
の
九
州
の

家
に
貨
車
に
揺
ら
れ
復
員
し

ま
し
た
。
国
敗
れ
て
山
河
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時

は
流
れ
激
動
の
昭
和
も
遠
く

な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が

純
粋
な
愛
国
心
に
燃
え
海
軍

に
入
隊
し
て
か
ら
七
十
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
劇 

製
造
す
る
会
社
の
新
製
品
を

紹
介
す
る
画
面
を
見
て
い
る

と
、
進
行
役
の
若
い
女
性
が

同
席
者
に
向
い
「
で
は
ソ
ロ

ソ
ロ(

新
製
品
を)

拝
見
し
て
頂

き
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。

思
わ
ず｢

ご
覧
に
な
っ
て
で
し

ょ
？｣

と
叫
ん
だ
が
、
も
し
女

性
が
同
席
者
で
は
な
く
、
夜

光
塗
料
社
員
に｢

拝
見
さ
せ
て

頂
き
ま
し
ょ
う
か｣

と
言
っ
た

ら
正
し
い
か
ら
敬
語
は
や
や

こ
し
い
？
？ 

近
頃
「
頂
く
」
は
「
貰
う
、

食
べ
る
」
の
謙
譲
語
と
し
て

頻
繁
に
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
自
分
に
使
い
、
他
人
に｢

頂

い
て
下
さ
い｣

は
間
違
い
。
同

様
に
「
上
げ
る
」
は｢

や
る
、

与
え
る｣

の
丁
寧
語
だ
が
、
や

る
は
悪
い
言
葉
だ
か
ら｢

上
げ

る
」
を
乱
用
。
自
分
の
お
腹

ま
で
「
暖
め
て
上
げ
る
」
と

い
っ
た
使
い
方
を
す
る
。 

ご
利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

新
聞
に
広
告
を
載
せ
た
と

こ
ろ
や
け
に
余
白
が
多
い
。

そ
こ
で
広
告
主
は
「
こ
の
白

い
と
こ
ろ
は
、
だ
れ
が
払
う

の
か
ね
？
」
と
聞
く
。
余
白

で
文
字
や
写
真
が
引
き
立
つ
、

と
考
え
る
人
が
い
る
。
余
白

に
も
情
報
を
詰
め
込
ま
な
い

と
勿
体
な
い
、
と
考
え
る
人

も
い
る
。
広
告
主
は
後
者
で

あ
っ
た
ら
し
い
。 

広
告
に
限
る
ま
い
。
歩
き

ス
マ
ホ
で
情
報
と
に
ら
め
っ

こ
の
〞
充
実
派
〟
が
い
る
。

小
生
ら
は
広
い
ビ
ル
の
窓
辺

に
い
る
鳩
を
ぼ
ん
や
り
眺
め

る
〞
余
白
派
〟
か
。 

電
機
メ
ー
カ
ー
が
眼
鏡

の
よ
う
に
装
着
し
映
像
を
見

る
端
末
や
、
時
計
型
の
「
ウ

エ
ア
ブ
ル
（
＝
身
に
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
）
端
末
」
を

創
り
出
し
た
。
国
内
外
の
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
競
争
の
主
戦

場
と
聞
く
。
今
後
も
〞
充
実

派
〟
は
さ
ら
に
勢
力
を
増
す

こ
と
だ
ろ
う
。 

生
活
に
残
る
「
白
い
と
こ

ろ
」
の
運
命
や
、
い
か
に
！ 

『
荘
子
』
曰
く
〈
楽
（
が
く
）

は
嘘
（
き
ょ
）

に
出
（
い
）

ず
〉 

太
鼓
も
笛
も
音
は
空
洞

か
ら
鳴
り
出
で
る
。
時
世
に

抵
抗
し
、
太
鼓
で
い
た
い
も

の
だ
と
、
心
ひ
そ
か
に
念
じ

て
い
る
。
お
の
れ
の
メ
タ
ボ

太
鼓
腹
は
別
と
し
て
。 

ま
ち
が
い
の
日
本
語 山

村
匡
子 

  

最
近
、
日
本
の
若
者
の
活

躍
が
目
覚
し
く
、
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
・
女
子
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
等
ソ
チ
で
活
躍
、
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
の
バ
レ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
者
６
人
中
３
人
が
日

本
人
等
々
。
容
姿
も
欧
米
人

に
伍
し
て
ヒ
ケ
を
と
ら
な
い
。

同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し

い
し
、
日
本
の
未
来
が
明
る

く
思
え
る
が
、
唯
一
つ
言
葉

使
い
に
注
文
が
あ
る
。 

    

小
正
月
の
頃
、
或
る
民
放

の
Ｔ
Ｖ
で
、
世
界
中
で
使
わ

れ
る
夜
光
塗
料
の
９
０
％
を 

鈴
木 

武
（
火
） 

一
五
歳
か
ら
七
五
歳
ま
で

六
十
年
間
大
工
を
し
て
い
ま

し
た
。
大
型
の
施
設
、
学
校

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
携
わ

る
こ
と
が
多
く
、
得
意
と
し

て
い
ま
し
た
。 

趣
味
は
、
木
で
で
き
て
い

る
プ
ラ
モ
デ
ル
の
キ
ッ
ト
で

船
や
飛
行
機
な
ど
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
紙
飛
行
機
な
ど

も
作
り
ま
し
た
。 

葵
で
は
、
少
し
ず
つ
運
動

を
し
て
、
体
調
を
よ
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

      松
本 

幸
子
（
火
、
土
） 

短
歌
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ヨ

ガ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

健
康
に
つ
な
が
る
も
の
を

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

老
人
会
の
活
動
は
今
も
続

け
て
お
り
、
月
に
一
度
の
集

ま
り
が
あ
り
ま
す
。
四
十
人

ほ
ど
会
員
が
い
ま
す
。
歌
や

踊
り
を
し
た
り
、
皆
で
楽
し

く
語
り
合
い
ま
す
。 

葵
で
は
、
週
二
回
運
動
を

し
て
元
気
に
な
り
ま
し
た
。 

    

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

「
余
白
」
に
も
？ 

編
集
長 


